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竹花峰夫

1・緒言 義に故大森博士・が編纂された本邦大地震蔵品五び概長弘允恭天皇 5年

く西暦 416年〉より大正7年 (1918年〉に至る大地震の記録を蒐録したものである。

本表は之が補足として大正8年 (1919年)より昭和9年末 (1934年〉迄の期間に於
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ける気象要覧共の他の材料により本邦陀於宅多少でも被害ありし地震を表示したもの

である。被害の甚だ軽微なるため記載決れのものもあ!るかもしれないが，主要なもの

ふ大部分は蒐録した心算である。表中の主底地震に閲しては多くの人によって充分調

査研究されたものが多い，之等を再記載するのは無意味でもあるし，又去の複雑を避

けるため極めて簡単に事?賓を記載するに止めた，謂は写本去は最近我が図に起った著

しい地震の索引の如きものであって，個々の地震に闘する詳細な記録は本文の末尾に

附した文献に就て一々調査せられたい。

自大正8年
2・互昭和9年本邦大地震概表

有感豊臣域と'は人身感畳のありたる直域，強震区域とは強震(弱き方)，強震或は烈震を感じた

〆る区域，激震直域主は著じき被害のあワた区域を云ふ。(百〕は烈震，(V)は強震，.(W)は強震(君事

き方〉。額著地震とは有感畳匡域宇径 300粁以上に及ぶもの》積額著地震と口 200--300粁，小

区域地震は 100-200粁に及ぶものでるるO

No.1護震時刻 If?と粋，東ぷ| 記 事

11大正8年(1919)I 1黄島一三次附近| 有感覚恒域;中園及び四囲の大部。強震匝域;

TI1日8時36分 1 (3ど8，132
0
.9) J 三次町東方入弐村を中心とせる方十数粁の恒域。

被害;三次，山内西，和田，八三えの諸町村にて士藤監の亀裂，石垣の破壊，石

燈龍，墓石の轄倒等あり。異常現象;地鳴は本震後数日間屡聞え，井水庭によ

り減水或は増水し，八三欠村にては2米近ぐ増水した庭もあった。飴震;本震後

10日間に約80岡あり，内2日8時 27分及び3日 19時 08分に柏.顎著地震

あり。

21大正9年(1920)1墓湾花蓮港沖| 有感賢区域;蓋濁全島，石垣島，奄美大島。強
11:5日13時21分 1 (2ど0，121

0
.7) I 震区域;芸懸の北三分のこ及び石垣島。 CV)花蓮

港，石垣島，蚕中。 (W)墓東，墨北，蛋南。

被害は芸中以北に多ぐ，南投，嘉義以南は極めて少い。被害家屋は主に土塙

被 害 構造の家屋なり，其の他酒

一一一j斐，煙突，道路，橋梁，電

屋 l柱等の破損あり O
海震;花蓮港附;互にて沿

岸航路長春丸は暗礁に燭れ

たる如ぐ感じ，基隆港の船

舶亦之を感ず，日本郵船三

河丸は 23012'N，1220E濯に於て海震を感じ，机上の器物墜落す。

前震;一回あり。台余震;本震後9日間に花蓮港にて 135同観測す。内 5日
23時 45分， 6日O時 54分，同1時 39分， 7日7時51分，に梢.顎著地震

あり。

31 大IE9 年ぐt~~21 箱 根 川 有感受区域，関東及び中部肪の大宇o強震直
XII27日18時21分 I'(350.2:~1390.0) I 域;箱根町，元箱根，笈ノ干，湯花淳，麗ノ湯，
畑宿，姥子，上湯場，宮城野。被害;箱根町，元箱根，笈ノ千附近にて被害あ

り。箱根町では器物顕倒，壁落ち，石垣崩れたる庭あり，元箱根では湖畔の石

像，塔は多数西に倒れ，家屋に狂ひを生じ，石垣の崩れたもの少なからず。鳴

(180) 



INo.1護震時刻|震 央|
I C北緯，東経) 事

動.27日朝より箱根町及び元箱根民主鳴動あり o前震，箱根町にて節目 11時
40分， 27日8時44分，弱震あり，同 17時2'0分強震あり。飴震 27日6時
24分乃至 11時54分間に強震4岡，徴弱rt約2Q_悶， 夫より夜宇迄に徴震致
問， 28臼より 31日午前中迄に徴震26同おり。内2z日 22，時の強震では笈ノ
平にて，二子山より径5尺の大石落下し石碑を破壊じ笈ノi千，一芦ノ湯にて器

l 物の顕倒等ありo

41犬lElO年(1921)1大分佐伯附近 1，大分では弱震;J佐伯附近で精強ぐ感じ，二三日
I N19日2時59分/(32:.9， 131

0

.9) I 前より降雨で弛緩した崖崩壊し，徳浦盟主道との中
聞で機関車肱線願覆して負傷者を出すo

51大正10iH192l)I千島新知島附近| 得撫丸航行中 152019'E，470.14Nにて念滋なる
JX6EI 5時02分 I(470.8， 1530;0): I 海震を感じ新知島附近に崩壊した慮を認む，各地
観測所にて無感質徴勤を記録す。

61 犬lElO年。2~~{I茨城龍ヶ剛造)I ..有感受l峨;関東，東北中部地方の大部分野
耳切21時31先 (35~B，.' i4o'.~υ| 近畿，北海萱のー部。強震区域;闘東地方の大部
分iCW)東京，銚子，水戸，熊谷，宇都宮，横潰，横須賀，飯田。被害;千葉
鯨印l播郡，市原郡，香寂君s，東葛飾郡等の諸慮に道路の亀裂，石碑倒潰，家屋
の破損を生ず。茨城勝北相馬郡に「て墓石の諒倒，道路の亀裂等諸慮に現る。宇

都宮市にでも電燈の故障等多少の被害ありる絵覧約 50囲内有感受 24岡δ

71大正11年。922ヲ|磐 城 沖| 有感覧区域;闘東，東北地方の大部分及び北海
I23日7時05分/(37

0

.3， 141
0

.4) I 道，中音限也方の一部。被害;幅島牒東部にて墜道
内に小亀裂を生じ，瀬戸焼窯の破損せるあり。

81大正11年(192ゎ|千葉末更津附芝| 有感覚区域;闘東，東北，中部也方の大部分及び
百26日10時11分 I(35o:4;"'-i39。ω| 近畿地方の一部。強震医域;千葉，東京，紳奈川
の東京湾沿岸一帯。(百〉東京，膜演，横須賀，熊谷，飯田。被害;東京では屋

根瓦.土蔵壁，飾窓硝子の破損，煉瓦壁の倒壊多数あり，数名の死傷者を出す。

館山北僚では壁に亀裂，煉瓦煙突の折損等あり。木更津で(t土蔵の破損，壁に
誼裂等多ぐ，佐貫及び湊町附近では銭道線路破損し，石碑の倒壊，壁の鍾裂，

煙突の破損等あり。布具で-は崖崩れのため住家三棟倒壊。横須賀では土蔵の破

損，壁の亀裂，墓石の轄倒等あり。摂演ではi煉瓦家屋の破損，屋根瓦の剥落壁

の亀裂等多少の被害を蒙らざるなぐ，南京街特に著し。共他浦賀，三崎，葉山，
逗子等多少の被害あり。前震.25日13時57分無感賢一同あり。飴震;東京
にて 29日午前中迄に観測せるもの 10岡，内有感3岡。

91大正11年(922)/茨城谷間部附近| 有感覚恒域;関東地方の大部分及び東北，中部
V9日12時28分 I<.360.1， 14(f.l) I 地方の一部。強震区域;茨城南部，千葉北部，埼
玉東部。被害;土浦にて電話線の切断せるもの三箇所共の他井水の濁りし慮あ:
り。高層気象蛋では厩舎の壁に藷裂を生ずo

i 10'1 ts~~~年q922)I選湾大南海沖| 有感受恒域"芸轡全島及石垣島。強震区域;蓋
~ 1. JX 28. 4時15分 /(24

0

.5，122
0
，2) I 北，新，竹雨州及花蓮港ゐ北部。被害;死者弘傷

者7，家屋全壊以破損1620 其の他器物等の被害無数0，儀震;無感覧 1507
同，有感覧 77岡，内顕著地震3岡"精顕著地震 16同あり，: 15. I3. '.4時 31分
のものは多少の被害を生じた。

1バ大宅昨Q~~~2 長・崎千々石品:1 有感貸区域;九州の大部分及び中園，四園，朝
イ:xrr 8日 1時59~ .I (S2~.7 ~主30ö.i; 鮮り→部。強震区域;長崎鯨の南半及び熊本鹿児

C (1810:. 



下川護震き時刻

死者

• < 

27 

震央|
(北緯，東経) I 記 事

被 t 害 ル 島南牒め・←部。

全袈家屋

傷者
住家非住家

39 194 449 

守ミ要家屋

住家 非住家

661 763 

被害の特に著U，、のは
島原牛島南部の有家，有

馬、串山，加津佐，小潰戸

等の諸村で，熊本鯨宇主，

入代.天草等の諸郡下に
ー一:人.1 .. l' 1 . .1 も土地崩壊，石碑倒壊，
二家屋;の破損笥多少あり。除震 7"-14日長崎で観測した線同数685岡，内有感

114問。倫8日11時0喧分には顕著， 8日2時 10分ダ 8日14時17分には稿

了.顕著地震あり。。

12.1太lE11年(1li22)I長崎千々石海| 有感受恒域;前者より稿狭い。被害;主として
:xrr8日11時ω分¥(320.8， 13ぴ1)I 小演村北野附廷に被害あり。死者 3，家屋倒壊

_. 1 ~:I ~. 1 . ~ ~ 1 .~ ~ 1. ~ ~ 1. ~<> I 700この地震後
日付 1 7' 1 8 '1 9' 1 10 1 11. l' 12 1・131
一一-''_. 1-' 1_.'ー-一一一!一一」ーι~L一一|一一一l 儀震念に増加
有感 1 2 1 37 1. 24 1. . 7 1 . 71， 2 1. 31  L，その後敷日
I -u¥ I .. -or. 1 .. or: 1 . ... f¥ 1.... <> l' '" .. 1 ..， i:- I 間の長崎の官余震

無感 110 I 589 J 189 I 140 1 '113 1 61 1 75 .， 
回 同数は表の如し

13 1大lE12年ぐ1923).1憂溝墓南附近| 有感受恒域;豪海大部分及彰湖島。強震区域墓

-y 4日19時40分.1C23~.丸 120
0

.2ス 1. 南j'I'I曾文郡及新化君';0 被害;曾文郡宮田庄，烏山
頭方面で墜落ちi柱建物の曲み，屋根瓦墜落等あり。

*1大lE12年(19幻)I In;-~_ :&:li.l/-E~.w. @ .1 5月中有感 26用，無感 78岡，内 7日12時02
|鹿島灘額護地震、|

‘Y"-百万 1J;:t:.p:Q't';1t."J¥:zx. ..... l!!.'~ 分， 26日12時 11分， 31日14時54分，31日15

1 ‘時11分l之総額著地震あり06月中有感 78岡純惑 221悶， 2日が最も多<，有
感;11悶を感したo'2'日・2時25分， 2日5時 14分に顕著地震， 2日12時四

分， 5日11時07分， 20日5時04分に柏、顕著地震あり。 7月に入り活動衰へ

総数ば 50悶となった。

141大 1E12年(923)'I種子島附近| 有感受恒域;南西諸島北ヂ及九州全島。強震匡
四13日20時13分 I(300.6， 1310ユ).I 域;鹿児島将全部。被害;種子島能生郡北種子村
字安城;壁に亀裂，石塔轄倒L;土地の小鍾裂多数生ずo 同中種子村家屋の小

破.32，煙突破損 1，南種子村平山にて家屋の小破1:50~震 14 ・日， 8 時 55 分
周 E震央を有する稿顕著地震1同おり。

15 1大lE12年(923)1蓋¥海中部-¥ ・有感費匝域;蓋湾全島及石垣島，移湖島。被害;

WI27f:J20時15分I(240.2， 121.0，1); I 塞中北東方に於て多少の被害あり。(詳細不即
日|犬孟Í2年~1~~~21 関東兵)(語道?I 本州四園の全部及び北海道の一部で感ずゐ強震
11X'1日11時随分|仁3t)020'~ 139020つ| 区域;闘東地方の大苛φ;静岡.山梨，長野の各勝。

何)東京，績演，横須賀'.宮崎j貫生谷，甲府，CV)銚子，宇都宮{沼津，演絵，
長野，.CW)水戸，筑波山足尾.前橋，松本。激震区域;埼玉幌東部，東京附
近イ紳奈川勝の大苛>7.1'，房総牛島南西部。i震央iこ最も近L、小田原，関府津，鎌
，倉，館山附近等で震動最も激しぐ震度は重力の 4":5割に達した慮ありo東京

町でi土下町で，]:5-2.5割l乙達じ，山手では 1自j内外で-あった。東京で観測した最

大全振幅は約 14--20糎，週期1.2秒内外である。-

地嬰;.(1)隆起及沈降i東京附近以西及び神奈川県子、北方一帯は沈降す，房総
方面全部隆起す，本更津附近 32糎，北隣附近.157糎!神奈川勝一帯は隆起し

く-182)



刻時震設O
 
N
 15t緯，束ぷ l ヨ』

昌一】刷 事

号!(
司、ドー守・‘ ，'， ーー‘ー ・， ，・・t......‘ ハー家・ v 、 屋
死者、.傷者 行方不明

全般千潰焼失流失25関
(:横神合横誌並奈須草積賀J市Il/ 1 l 

一
29，065 56，269 4，002 62，887 52，863 68，569 136 131，59~ 

11，615 7，992 
、

70，596 23，440 .42，053 3，183 58，981 ← 
'1 

横須賀市 ，，' 540 982 125 8，300 2，500 3，500 ← 11，800 東京府 ι

車(語京) 市

68，215 42，1お 39，304 20，179 34，632 377.907 ← 398，086 

59，065 15，674 1，055 3，886 4，230 366，262 370，148 

千，葉 1，335 ，3，426 .71 ，31;186 -14，919 647 71 31，904 
‘ 

埼 玉 316 497 95 9，268 τ，577 一一 9，268 
山 梨 20 116 1，763 4，994 一 1，763 

静 問、375 1，243 68 2，298 10，219 51 661 2;964 

英披 5 40 517 681 一一 517 

長 野 一 一 45 176 一一 45 

栃 木 一 3 16 2 一 16 

群 馬 一 ，4 107 170 ←←  107 

合計 99，331 103;733 43，476 128，266 126，233 447;128 868 576，262 

藤淳'附近 75糎，六磯附近 182糎，叉相模湾底は小田原，布良を結ぶ線を界に

し北部は隆起し筒部伊堂大島に至る地帯は大略沈降す0，(2)山崩れ;・房総宇

島南部，三浦半島，相模南西部，伊豆牛島の各魔に山崩れ，崖崩れ等あり占

(3)津浪;三崎，鎌倉，熱海，伊東，布具及び伊豆，大島北岸には津浪があり，

流失家屋多数を生ず，三崎に於ける浪の高さは約6米・であワた。儀震;東京に

て 9月中に観測された有感絵震は 1，189岡で震度(耳)以上のもの8岡， 10月
中 66同あり。

17'1大1E12年(1923)I山梨山中附近 I;"(V)沼津，飯田，(N)東京。震央地方には多少の
lX 1816時38分 lom，13m)! 被害ありo

18 I大1E12"1ミ(923)I千葉勝浦沖| 有感費恒域;関東，中音P也方の大部分，東北地
lX2日11時47分 I(350.1， 14ぴ?の| 方南部，近畿，中園2四園の一部。強震医域;千
葉鯨南東部。被害;勝、浦iごて1日の大地震より強ぐ感じ屋根瓦の落ちた庭あ

り。津浪;九十九里演一帯に小津浪を起したが浸水するに至らず。

19 I大1E12年ぐ1923)I伊豆大島附近| 有感質医域;闘東，中部地方の南部。強震・医域;
lX10日2時11分 1(34

0

.8;139
0

:4)" 伊豆萌部。被害i伊豆下河津，稲攻附近で道路の
破損等あり 0'"

20 I大A12年(1923)I伊豆大島沖! 有感受医域;関東，中部地方の大部分，東北，
lX26日17時処分 I(340ふ139

0

:4)，.1 近畿の→部。強震区域;伊豆南部及伊豆大島。被

I ; ~; 害;伊豆大島東部にて瓦が落ちた程度の被害あり。

21.-1 大lE13年(1制{I 丹津山附 ~r ，'.'有感覧医械;中園，四開の西部を除:ぐ本州の大
1. I1f?日時51分 I'é35:;:5.~li9o.2)! 部分及北海道の一部己強震区域;関東肋西部及

(183) 



'中部地方の東部。

くVD甲府， (y)熊谷，
接潰，宇都宮，東京，

(W)館山，沼津，足

尾ー長野0
6:，1 1，66 1， 2? 78 1 1平均 i橋梁の破損東京府

30 I ' 6 I ::75 IべぬuI紳奈川に道路の破損
， ~~ 1，: ~';...: 1 'r.. Ú，~ ト" [94，崖崩279件ありり

岡 |ι:126 1: 10.1' 243~' 二よ l ょ
一一一一叶一一寸一一I~ー?ー|一一一一一|一一ー一一一寸 ・ー

合 計 l''19:1 63811~298 1，2ぷ9 1 : 2，212 Iのは神奈川勝，高島
一一一』中，鎌倉，愛甲の各

君Ii及横演市，:!山梨鯨南都留郡等?をある。:

~2 ，1大1E13年ぐ1924)I樺太恵須取断近| 有感受匠域;樺太査島。強震直域i名好，窓須
ll[15 日 19時3~分 I (4ß~ふ払2?心| 取，鵜域附近。、被害;北名好にて家屋傾競，壁落

ち地割，崖崩れ等ありρ恵須取村白坂家屋倒壊 4，負傷者 2?名好川本支流

共泥水となる。官余震;j数十周あり，内 17135時51分に小区域地震あり。!

*1 大正1~年ヒ1924)i 'j | 5月31日21時O2分，同日 21.'時27分積顕著
Yャ m l鹿島溺頒護地震| 地震あり同日中線約 20同 6月中山岡， 7用
中41-同， 8月に入りて再び活動を開食品し，総数 175同，府 40同は有感なり。

内主なるものは 6日23時22分銚子附近ー .15日 2時53分，同 3時02分，同
8時27分..17日10時46分， '25日23時31分鹿島灘， 20日4時 29分九十

7L里演沖等なり。

;:1大;rr:1~年〔19ml キ但馬烈雀 I ~:有感受区域;託畿本外i中部・中園，四週中
I y23 日 11時10止し ê35~~"~uí4~:fil 全部;闘東地方の一部。:強震医減;近畿地方の北
川 ¥牛。烈震匝域;園山川中流及びT流域。(百〉豊岡ー(百〉徳島，京都，、多度津，本
:本，洲本，和歌山，大阪，神戸。

被. 害ーヘ ‘ 被害の多かった
のは豊岡町，田鶴

、，種ー¥|ゥ '1 ‘十" 家' 屋 I'野村，新田村，城

府¥JJ1il死者|傷者 17-..-hoIl' ~f-~:tm '1 T.JJ::t1'I I in虫色i崎町，中筋村，港
将広三I ，"， 1 :--，' -- 1全壊|牛壌|破損強失| 村，久美演町等で，

I~一「十I ~ 0"71::: I一一::-1Q o~~T:ふ~I 豊岡町では全潰家
兵庫豚 1.421 1 804 11，27引 1ω13，266，12立80I 
京都府l'令 1 '~:~ 1 ~'-~~ 1 .:~ 1- 一1γ~7-二--I 屋殆どなぐじi大部
(久美潰)パ1'7什I，sO引1'，，20引1 5ω01 一1，C-I . 

: ，，:1い，，:1い合 計 l川五司耳ド戸つ瓦副l瓦両lτ可|副2，奇示司，1示示示司1示函函可i示示司iJ司:]試z史?で:土設
、叶川1川..し d のため殆と。全焼し，地努事じきため約270人の死者を生ず。港村は震動最も強

ぐ，全戸数 813戸中全潰 309，牛潰釘1，破損 93，焼失 148，死者 37，.傷者

イ 8~ を生ず。

:."t ， :""，地嬰;久美漬湾東北隅葛野川の河口め土地約 10町歩陥没じて海とだり。こ
のため久美演替の北宇に「セイシユjを起し浪'の高さ 3，4尺に遣した。港村田

1:; ?結の揮官山港東駒山中に全長 1;600米，間隔fω0米の 2列の小断層現る，0
~t・前震; ~19・日 19. 時 45 分事 1 悶あり6 官余震;色、月中有感 117 同，無感 M 悶

No 言己 事

害

L 

七

正'lB:J.フ



No.1護震時刻|君ヒ緯東ぷ| 員己 喝事-

。3日の分を除。， '6丹中有感 84岡，無感 205同。共主なるてものは 5月 23
1 日い11よ時 14分〔梢)， 同 12'時 02分(精)， 24'日19時05分(精).26日1時
一22分L署員)， 同 8時 42.tff.c梢)， 29日7時 39分(梢入 6月 19日 13時 03
分(柏ユ¥22，日 3時，04分く桔)，ぃ23日 13時一品分(梢〉。

24 j 大ïE14依]9~5)'\昼湾大南湾沖| 有感覧医域;憂海中部及北部。強震医域;花蓮
II -~ I VI14日141守38分 1(24:0.3，，1210.8) 1 港附近。被害;多少ありふ前震及儀震 5日9時

36分の徴震を始めとして 10日に 13岡， '11日， 1悶， 13日9岡， 14日15同

あり'0'絵震同教は極あて多ぐ， ]4日 148同， 15日117同， '16，日 69同あり。

前震中主なるもめは，14:日9時 18分(梢〉花蓮港にで強震(弱き芳〉を感ず。

絵震中主なものは 14日14時 5ο分(精〉で・花蓮港で強震(弱き方〉を感ず。

r 大E昨ぐ1侶~)J 峻i 附 21 z 有感受区域;近畿，本州中部の大部分，関東，
Vlf7日1時46分'1TS50:S;正360め 1-中園のー部石被害;四日市にて煙突の倒れたもの，
;塀の破損せるもの等あり。徐震;十数岡あり。

部!大正i何回邪(1沖縄島南西沖| 有感覚匝域L那覇にて強震(弱き方)，名瀬にて
VI29日231守30分I(250.0， 1270.2? 1 弱震(弱き方〉在感ず。被害;'那覇市及び首里市に
て石垣の坦崩壊等あり o

r_~.--L. ~(~~f 有感覚直域;関東，中部地方の式部分，近畿，
27 I 大lË15年Q~~?21 東京湾中部|
四 3日18時26分 I'eS50ム I390.s51 東北地方の」部。強震直城;東京，紳奈川，千葉
の東京鍔沿岸地方。 CV)東京，.(IV)横須賀，績演，甲府，布良，小名演。被害;
京演間で電話不通となれ東京，横演では水道銭管，瓦斯管等破裂し，建石垣

崩れ，器物の破損等あり。震源の深さ約 40粁。

i 山)I 有感魔区域;北海道全部，東北地方大部分，闘東
28 I 大正15年Q~~~) I北海道襟裳岬沖|
JX5日0時37分 I'è42Di，".ì430~9)"1 地方一部。強震匪域;北海道の太平洋岸。被害;
十勝郡大瀬弘;厚内村.'滞幌村"池田町等の軟弱なる土地に亀裂を生じ，器物

の破損等の損害ありo ・

昭和2年(1927)1ib丹後(議議n有感費垣坑近畿，中園，四園i 九~HI; 刺H中
ill7日時持28分 IeS5oT7， 'I35o.I') 1 部の全部及関東地方の大部分。強震直域;近畿，
本州中部地方の大部分， 中閣の東部， '四園の一部。(司〉宮津 ι豊岡，CV)京

'1 、 都，和歌山3
種 J別 1，.'..1ー ト家/ ヨ 屋|高知，徳島;
死者|傷者

f '1m -1=1 I全壊|宇壌|焼失i八木，稲井}
一一一一一I_'~"~'ー|一一一一一l 神戸， OV)大

1，1121 i 阪，洲本，彦

i，478 1 根，岐阜，岡
L1211 山伏木，多
，~-~ . 度津，飯田?

松山，甲府，境，

名古屋。烈震

医域;京都府

輿謝郡，中郡，

熊野郡，桁野

郡，兵庫県系城

崎郡，出石郡。
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山|護震時刻 l需ヒ緯東ぷ! 記 事

被害;被害の多かったのは郷付及び山田断層に沿うた地帯、である。準山町は
火災を生Uて殆ど全壊し，死者 1/114，傷者 1，232，を生じた。其の他大阪府下

では埋立地或は軟弱地に亀裂を生じ，大阪市鶴町では地割より泥水噴出して浸

水家屋を出したO 淡路の洲本でも屋根瓦の墜落，電線の切髭rr，土塀家屋等に破
損あり。鳥取鳴では鳥取市，米子町等に多少家屋の損害あり。滋賀ィ岡山，縞

w 井，徳島，三重i香川各鯨でも慮々に家屋の破損，ミ器物の損書等あった。

断層;主なる地饗は郷村断層及山田断層であるb 郷村断腎は浅茂JI¥，網野?
峯山，山田を連ね，北方は海中に積ぐ，敷僚の雁行形となり，方向は大韓北々

回一南々東で，延長 18粁lこ及び，西側は東側に野して上昇し(最大 8q糎〉
且つ南方へ〔最大 270糎〉喰主主ひを生じた。山田断層は幾地より上山田の北部

電を走り，岩瀧の南方に出て宮津湾内に没ずる，略郷付断層に直角に現れた副断
層で延長約7粁，北側が相野的に隆起し(最大70糎)且つ東方への横ス:.V，'(最
大 80糎)を生じた。

儀震同教 官余震;飴震中積顕著以上のものを翠ぐれば

河同穏無関 3月 7日18時44分 7日19時46分

‘6予' 412 486 7何22時24分 8日 Oll'寺36分

4 224 ~66 8'日O時43分 8日9時13分
5 51 96 8日23時43分 9日20fllf44分
6 30 32 

11日 7時，35分 11日 9lj:50分
7 16 22 

8 4 20 4月 1日 G時08分 8 日 22~寺05分

合計 1737 1 922 

30'1昭和 2駅!?~~2I阿武隈川河口有| 有感覚匪域;北海道南部及本州の東宇部。強震 f 

四 6日時13分 1 '(37õ:7:"ï41~6) I 区域;束;ftJ;也方南‘東部及関東地方一部。 cv漏島，
石巻， CW)仙豪，宇都宮，小名演t 曾津，水津，宮古o被害;宮城野:下各地に

小規模の地盤の亀裂を生じ，地下水湧出し，地盤軟弱の慮に於ては建物，煙丸

石垣，塀，墓石の倒潰，破損で約15，∞o国の損害あり。一時電信電話の不通と
なった慮もある。損害の最も多かったのは，亘理町，渡波町，石巻町等である'0

青根温泉は地震前温度 2
0

0昇り，湯が白色となり。作並温泉は震後湯量増加し，
温度 400昇る。

31 I昭和2年(1927)陸海下淡水渓上流l 有感覧匪域;憂脅全部。強震区域;蓋南畑中部
国 25印刷9分 <..23

0

，1，.12υ0，[5) I 及南部O 被害;新管郡鹿水地方にで墜死者丸負
傷者 27を出す。飴震;有感 2同，無感 13同あり。

ω 昭和 2 年α~~~) ， I 新潟三宮議| 械受医域;創刊中部地方の東北部，剥聞方
X27 日 10時53分 | (37Ö~4，-ï380.7)' の一部。強震直城;新潟勝三島郡関原，宮本，日

--i .....，. "-~ I 吉の各村。被害;其の他墓石の
種別家ー屋 I~*"k I 
¥ぇ |傷者 I，"'''-I I-=E.. I遺路| 顛倒あり c宮本村西国の同国内
村万』¥IfVJ101 I宇接|大破|亀裂lに石油瓦斯噴出孔を生じ，青砂
日吉村ト1~1-91 ~UU 卜4-1'. e共に石油を噴出した。又震央ト
閥原材 I- l' 8 ， 1--21--~3 1- 附廷では地震直前地鳴を開iい
|守主-村|ニムlit-たo眠時前臨時2 I 23' l' ~!)2 I 7 -I 

1 ~.)， ，，.6"4 L>目、分ー同内35分， '同 36分.!の

て186)



:.1土l護震時刻 l亀山f会l 記 事

3同あり。飴震は 27日中に 60同あり何れも局部的地震であワた。

~] 33 ，昭和2年ぐ1927)I和歌山有田JII流域l 有感覚極域;近畿地方全部，中部地方の西部，中
:xrr2日15時55分|ゅの， 135

0
.3/ :1 図四園の東部。強震匝域;和歌山鯨中部。被害;

湯浅町下付近にて墓石;石燈寵の顕倒，土塀倒壊，土地の亀裂等を生ず。告余震;

有感約 50岡，無感 29同あり。 三 ; 

:134.1昭和3年0，928)・|干葉区jiE)| 有感覚医域関東断査部，中部地方り大部分，
V21日1時28分 I(3内"1必，O.i);1 東北地方の大宇。強震匝域;東京湾北部沿岸地

方。被害;江戸川河口附近で器物の破損，土塀の亀裂，破壊，電線の切~g事を
生ず。震源の深さは約 60'粁。

r， l …日~~~!.I 日 向判 有感覚蹴;九州問分朗幹材。
.1 V22日I時35分 IeSlo，s，'-i310，8) 強震医域;九州の南宇。被害;宮崎市にー 瓦，

煙突，倒壊，硝子窓，土壁，陶器，屋根の破損あり。宮崎郡青島村内海ゐ岸壁

長さ 30間幅 1-2分亀裂す。各地に電線の切断を生ず。儀震;有感4岡，無

・，感 44悶あり。

36 1 昭和 4 前~~~~)I丹津山。ゐ宮l有感費匝域;関東，中部地方の査部及東北，近
四27日7刷分 |(3r5，13T1〉| 畿地方の一部。強震醐;闘東糊南西部及中部
地方南東部。 (V)横須賀，横演，東京，(W)甲府，沼津。被害;東京市内にFて
電柱倒れ，コジグリート壁に鍾裂が入つ'た程度。紳奈川綜では軟弱な寸主地に亀

裂を生じ，壁に鍾裂あり，庭により崖崩れ等もあり。井水の濁った庭もあった。

絵震;有感 3岡，無感 1同あり。震源の深さ 23粁。

37 '1昭和 4 年。~~~? I和歌山有国 JII;r~1 有感覚区域;近畿，四図の大部分及中園地方の
X[20日14時54分 |(340.L1350.1)| 東宇3 強震区域;和歌山幌北部，大阪府南部，淡

路島，徳島勝の一部。被害;和歌山鯨有田郡，海草郡下にて石燈謹，墓石の顛

倒，土地に亀裂，煙突，土塀の倒壊等あり o 日高町志賀村にて .20敷戸の井水

が減水じた。

38 I昭和5年(1930)1和歌山紀伊川河口| 有感受匪域;近畿地方大部分，中園南東部四
lIn日9時12分 1(3ど1，135

0
.2) 1 園北西部。強震医域;和歌山際北部及大阪府の{

部。被害;和歌山市及海草郡下にて土塀，煙突，土蔵の破損，墓石，石燈寵の

倒壊等あり。

39 I昭和5年0930)I伊東議)J込室)1 震源の匝域;伊東の東方的粁の沖合。被害;
1I --V 1 ~，.~日 1 3月 22日17時 51分頃に裂したのが最大の強

震であったが，屋根瓦の墜落，壁に鍾裂の入った程度であるo.活動の経過， 2 

月四日 22時 20分頃 1同の微震を愛せるを最初とし，其の後小地震の愛生

は衣第に頻繁となり，町 22日頃最盛となり月末i二至うて梢震えたが，!3月に入再
び活動1tE~となり， 3月 1日には 79岡， 3日に 139悶"~日に 187 同， 5日
に 100岡;8日に 103同， 9日に ]26同， 11日に 124向， 24・日に 281同

伊東に於ける .に達し， 4月に入って活動衰ヘ総裁僅かに159

有感地震同数 同に過ぎなかった65月 6日に至り再びぬ

E 同の地震を感じ， 8日以後再び活動を始め10
日には 189岡を感ずるに至り。 5月中の合計
は 1，368岡:であった。
地震設生の扶態;伊東町で観測した，此等

地震のおj期徴動は 1~虫秒で平均1.5 秒である。従うて震央は伊東町に極め千て

'(187 ) 



Nol 護震昨刻 i主主粧品| 記 事

，近い汐吹岬を中心とした童文粁の恒域で;震源の深さも敷粁を出でない極めて浅
い志のである。而して之等地震群の特長は 2-3時間或は 4-5時間の聞に頻
裂し;再び平静となる。概して手潮時iニ活動ι，減潮時には平静となる傾向があ
った。之等地震中主なるものは 3月 9日19時 54分(輸入 22日17時50分
℃精)， D月 17日[)時 14分(稿〉等であった。

40 i昭和5年α930)I那珂川下流域| 有感費匝域，闘東地方全部，東北地方及中部地
VI1日2時58分 1.(360ι 1400.4) 1 方の大宇。強震匪域;闘疎地方の大苛φ及稿島鯨'
南部。 CV)水戸;'(W)東京，柿岡，宇都宮，前橋，福島。被害;水戸市，久慈
町，太田町，鉾田村，土浦町，石岡町，長壁町，水海道町等にて家屋の肢損，

壁に亀裂，墓石轄倒，煉瓦塀崩壊，屋根瓦崩落等あり 0

I !~.I 昭和 5需品説|石JII牒大型寺ぬ| 有感受抵抗 (6時32分〉中部助の北西宇，
4~ I X17日16時36分I(360.3， 1360.3) I 近畿の大宇，中園の一部。 (6時36分〉中部地方

北西宇，近畿均坊の大部分，中園四園の東部。強震直域 (6時32分〉石川勝
南西部及稲井勝北東部。 (6時36分〉石川県系南部，福井郡大部分，富山鯨一
部。被害;石川勝大聖寺町，吉崎村，小松町附近にて煙突の破損，墓石の轄

倒，家屋の壁の剥落等あり。小松町共他では震後水を噴出した庭あり。告余震;

9‘同あり 0

43 I昭和5年(193め|北伊豆烈安l有感受蹴;関東，近畿地方の全部，中部肪
XI26日制03分 I-C35o.l，-139o;め! の大部分，東北地方南部，中園東部，四園のー
部。強震区域;関東地方西部，中部地方南東部or.U震垣域;静岡鯨田方郡及び
箱根山附近。(司う三島，:(V)債潰，沼津，横須賀， (百〉甲府，飯田，熊谷，前

橋，名古屋，東京。

J1 死者
静岡牒 259 

神奈川牒 13 

メト』ー 計 272 

被 害 ，被害の多い
のは箱根町と

浮橋を連ねる

線を長軸とし

た略楕厨形の

区域内であ

る。震後火災

を生じたのは

伊東町ーであ

る。断層;主

家屋 損害
傷者
全壊牛接焼失

見積高

566 2，077 5，424 75 2，450高闘

6 88 92 100高岡

5，516 75 2，550高闘

なるものは丹那断層で忠って箱根火山より中大見村原保に至'る南北に走る延長

約 35粁に亙る，水干のズ、レは東部は北ヘ， ，西部は南方ヘズレ，上下の差は明

瞭でないが，大陸断層の北部では東上り西下りで，南部ではこの逝である。水

干のズ、レは舟那盆地附近でj士約 2-3米である。他の一枝は浮橋より青羽根に
至る加臆断層及び原保より姫の湯を経て西方山中に入る，即ち主断層に略直角
に東西に走る原保断層とで・ある。而して原保断層では水平のズレは北側は束

へ，南側は西ヘスV てゐる。之等の断層に沿って箱根町附近では山崩れ崖崩れ，
道路の誼裂等多心中大見村披附近の山腹の畑地約1町歩陥設し，この東側の

土地は約3間位の高さに隆起した。加殴断層に沿った佐野梶山には顕著な山崩

、'れがあった。

一前震1.三島で観測した前震同教は失の如L，内者感覧は 200悶あり。

( 1$8ジ



No.1 護震時刻j 事

| (初| 有感覧医域;中圏全部，四閣の大宇，近畿地方
441昭和5年(1930)1 鹿島三次附近隆|
XII20日23時02分 l'(340.8， 1320.9) 1 の犬部分，・九州，‘中部地方の一部。強震医域;貰
島県系三双郡の一部及島根県子、赤名附近。被害;鹿島懸君田村，布野村，作木村等
で崖崩れぶ墓石の顛倒，壁に亀裂等あり。異常現象;震央地方では本震設現以

:来絶えず地鳴を聞き，比和村，口北村，口南村，山内西村入予定内村，君田村，

布野村では震後井水洞枯減水した。
4飴震;有感魔 29同無感受12同おり，内主なるものは， 20日23時43分
(精)，紅白 8時26分(!J¥)， 21.日21時 14分乙顎)， 21日21時14分(稿)，

22日1時29分(小〉等である。

45 !昭和5年(19却).1蚕濁骨文渓中流域| 有感受区域 8日15時加分(精〉蓋湾全島に
XII 8-:-22日 1 (23

0

.4， 12ぴ.5)1 有感， 8日17時 01分(穎〉墓湾全島及石垣島，

21日23時51分(駒豪織全島及石垣島，料1縄島， 22日8時 52分に顎〉蓋織

全島及石垣島.22日9時08分(頴〉同前， 22日9時21分〈小)， 22日13時

四分同前，外に有感覧地震 14岡あり，以上の内被害のあったのは 8日15時E

8 日 8日17時及 22日8時51分F
.----1 一 22日9時07分.22日13時四

l死者|傷者| 家 屋 |煉瓦割 分の 5同で，家屋の倒壊死傷者
lル官 If?JJ13 I 71t ~ I LI~~ I ....L.. ~p I加I 拙i
L-I一一|会室I~~~ I主些し一三l 等針。 8日の地震で蓋即日曾
I 4 r ，25 I 49 I 279 I 172 I 165 I 文部，新管郡，新化郡に被害あ

I E り。曾文郡六甲庄附近最も多

2 2‘日 ぐ，同郡下管庄の畑の中に大鐘裂を生じ

，砂水を噴出Lた。 22日の地震では塞南
家 屋 |市内新町の道路に鍾裂を生じ泥水を噴

一一一三塁げ塗出些l出じ，最も被害の多かったのは新管郡下
14 I 121 1.. 424.12，295.1 で関子領道路は崖崩れのため自動車交通

杜絶した。

1 -'1. _~ =-_，~_"" IfLL(;;') 1 有感受区域;北海道全島，東北地方の大部分，
46 I昭和6年(1931)1，北海道浦河附近 i
1I 17日3時48分 l'(420.3， 1420.6)町| 関東地方の北部。強震区域;北海道南西部及青森
懸の大部分。被害;浦河町附近では殆ど壁の亀裂，股落，柱鴨居の狂ひ，家具の

破損ありふ異常現象;地震の翌々日に至り新冠:J11河口附近の海岸にアプラコ，
カシヂ，キンキンィ，タコ等の魚類の死韓が多数打ち上った。絵震;本震後浦河

(189 ) 



Nol 護震時刻 司ト】==" 
事

I "" '.ln. rr. .'=r ~ (.~~ I 有感覧区域;北海道の大部分，東北地方関東地47， I昭和6年(1931)I馬淵川河口沖|
][9日12時49分 IC.40o:6， 14e.9) I 方の全部，本洲中部地方の一部。強震・匝域;煙束
北地方北東部，北海道の太平洋岸の一部。被害;八戸市では壁の剥落， ¥煉瓦突

の折損，墓石の顕倒，酒類の遊出等で損害約 12寓国，函館市にて煉瓦煙突倒

壊，煉瓦塀，壁の亀裂等あり。叉湯の川温泉は一時濁り噴出量を増した。育i森

では壁に亀裂，棚の物落あた程度。飴震;有感受5同，無J惑魔 22同内主なるも
のは 9日19時 26分ー(小)， 10 貝 2時 29分 ('1')，10日2時部分(頴〉等で
あるO.

I':n: '.w，.-，- ;>f;I ~ I 有感貿医域;関東，本少H中部地方の全部，近畿
48 I昭和9::F(1931)I西埼玉強震|
JX21日11時20分 Jdl60:0， 1~9ò.3) I 地方北東部，東北地方南部。強震区域;関東地方
の大部分，中部地方南東部，福島鯨南部。 (V)熊谷，前橋，筑波山，柿岡，フ1<
戸， (百〉諮分沼津，甲府，東京，横須賀，宇都宮，践演，松本，伊東，銚子，

被 害 小名演。震央附近で
ある埼玉将、西部の山

地では震度比較的小

で，東部の軟弱な，る

地層l1!Pち荒川，利根
JIIの沖積層で庭々烈
震を感じた。特に深

谷，児玉，本庄，鴻

築， i桧山，忍，久喜，

熊谷等の諸町村にて

死傷者，倒潰家屋等

が多かった。

異常現象;(1)井水の混濁，埼玉廊下大部分及び群馬県系の利根川流域地方で

は一般に混濁し，清澄ずる迄に相嘗の時間がか与った。叉j周渇した井戸も少数

あった。 (2)土砂の噴出，利根川及荒川流域の一部で土地の亀裂せる部分よみ

土砂を含んだ地下水が各庭に噴出レ一時は洪水の如き観を呈じた庭もあっ

た。噴出した細砂は青色，褐色或は黒色のものあり，多ぐは石英，長石等の混

合物であった。

ヰ:
家屋 炭突 損害

死者 傷者
倒壊 見積高金援宇壌

埼玉牒 11 114 172 380 84 100高園

茨城廓 1 33 4 48 

群‘馬!騒 5 30 1 1 1 

東京府 1 

メ日』. 計 16 146 206 285 133 

絵
自主

左乏
4 

(190) 



べ可I~_...\'~J 家 屋|煙突|石造物倒壌|土 地|限

騒¥|死者|傷者 17¥..-Mf 1'<l-，~I""'，"-I-BI i'.!:ll :l>ì'! I -M-=I=M&I=-I-MI -I-J1.<Þ:II~*"hl.r. 10'-..11-1-11. L.lhl!;;tl;ll商品知s"'¥ r. -~-I'----1全壊|宇壊l破損|倒壊|墓石|石燈|石垣|地割|道路|山崩|地と|破損
瓦瓦1-]1-;-1τI~Iム1-;;1-=-1.8621-;-1τlτ1-;-1-1 '-5 ， 5SO 
蒋児島賂|一 1-1 1 1 11 1-1 171ー lー 121 -1 11ー 1-1 1 

比較的被害多ぐ，死傷者を生じたのは宮崎市及都城市である。

卜¥ 円 I 前震及鈴

hトご 12日131415161718191101111合計 l震;前震 2
哩斗ーーレート-1-1-ーし-L-一一ト-1日3時53分
有感畳 1]3 1 5 I 1 I 0 I .0 I 0 I 0 I 0 1 0 I 0 I 19 I (稿)1岡あ
無感畳 147 1 38 1 3 1 0 1 2 1 2 1 4 I 2.1 0 1 "2 1 100 I り。官懐中

1 1主なるもの

は2日19時31分(小入同 20時00分(額)， 20時.10分(小入 20時20分(小入
20時33分〈小)， 20時46分(小)， 21時11分(小〉等である。 I

昭和6年(1931)1 岩手小国附涯| 有感覚医域;東北地方全部，関東北部，北海道
:xJ:4日1時四分 1 (39

0

.5， 141
0

.7) 1 ・南西部。強震区域;岩手鯨北部;青森孫一部。被

害;岩手鯨下閉伊郡小園村，上閉伊郡金津村の一部にて道路の亀裂，石垣の崩

援，民家の壁の亀裂，剥落等あり。又茨竃の大宇が崩壊した。絵震;盛岡で観

¥1 I 測せる同教は 11月.30日迄に 84'同で-あった。
51 1昭和6年(1931)1熊本大矢野島の 12月下旬より天草上島と大矢野島との間の大戸

XII . 1額護地震 • 1 の瀕戸附近に地震を頻設し，特に 21日 14時 47
分(柏)(震央 130ロ.4E，320.6N)，. 22日22時08分(梢X震央 1300.5E，320.6Nt， 
26日10時43分(1300.5E，320.5N)は何れも震央附近で強震を感iC，九州全般
から中国四園の西部に亙り人身感受ありo21日及 22日のものは主として大矢
野島及天草上島の北端に於て強〈八代町沿岸に多少め被害を生じ， 26日の強震
では入代海沿岸田の樹すF付近に多少の被害を生じた。被害は何れも墓石の鱒
倒，道路の小亀裂，家屋の壁及土蔵の壁の亀裂，剥落J堤防の，小崩壊等であ

るO 又 26日の強震のため島原町の西方眉山の一部が崩壊した。熊本で観測;し
た地震同教は前後を通じて有感 5同，無感 29同であった。-

IJt:_~~'~~~~ írr_~お~I 有感覚匝域;北海道及東=ftl'血方の大部分。強震
昭和7年(1932)1北海道新冠川河口J
XI.26日13時24日I'C'42o:{"i42o::b"1 医域;北海道南西部及青森'孫の一兵部。 (V)i市可，
(W)室蘭，帯貰，札幌，函舘。被害ー;浦河，歌笛，静九，門別，平成等の諸町
村lこて壁の亀裂，剥落，器物の破損ゲ墓石の轄倒，土地の小亀裂等あり。登別

温泉附近紅葉谷で:は崖溺れを生じ電車一時不通主なる。儀震;有感覚 129同，
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52 

設震時刻
震央
(緯度，経度)

河
U

M

吉
岡 事

内主なるもめは 9月21日11時46分(小)，12時10分(小.)，12時処分(小)，
15 時 21 分 (.fJ~) ， 15時48分(小.)， 15 時 50 分 (.fJ~) ， 23日21時 46分(小)，
24 日 1 時 22 分，同 21 時 11 分 ω~)， 28日."13‘時、54分， 10月3日2時36分-

t じ精)， 5 日6時28分 (小〉。

49 I昭和6年(1931)I日 J 向 灘|
:xJ: 2 日 19時03分|工320..2，\l3~0: 1)‘|

鹿児島。

有感魔区域;九州全部，四園大宇，中園の一部

強震低域九州中部及南部 (V)宮崎， (W)大分，

被害

て1m)



1=  __ .!1t7.if 震 央 t
No.1護震時刻 if緯度，程度') I 記 事 d '. ~ 

無感覧 148.<悶あり。内主なるものは 26日16時37分(小)，同;日 17時47分 I 
付。"同 21時 01分(頴)~である o ・ 、 E 

則昭和8 年(l~33) 1: ~:陸沖強議)|: 有感覚区域;ゴt海道の大部分i東北関東，本州
][3日2時 31分 I(390.1，胤:O:TXI 中部地方の大部分，.近畿j也方のI~部。強震直坊

北海道南東部L 東~tf也方の大部分，関東地方の一部。(干〉宮古，石巻，仙塞，
踊島倉津，柿岡，..(]V)盛岡，浦河，青森， ~II路，小名演，函館，水戸，筑波山，

54 

-1¥ 
ヘ

熊谷，前橋，債潰，甲府。 一

被害;地震に依る直接の被害ーはなかったが，之に件って生じた津浪のため北

海道太平洋岸，三陸沿岸に多大の被害を生じた。津浪;津浪の到達時刻は震後

ば
人 家屋 '赤色 舶

流失倒壊浸水焼失 流失破損
其の他

岩手j採 2658 ，88] 3850 1585 2520 249 (5860) 破合損むを 林農作等物， 山

宮誠事長 ，307 145 950 528 1520 948 425 

青森鯨 30 70 85 136 107 314 317 船具漁具等

北海道 13 56 32 90 182 178 158 

IIi高島際 ε3 '10 堤乾魚防流決失潰，

山形鯨 一~ 一 '7 一 醸(2造3酒.8i石盆)出
;計 み3008 1152 4917 2346 4329 249 7303 910 

( 19:3) 



j fl遊震時刻|忌度経品 1
n ;' 1 感覚 6同あり。

~1551 昭和9年日制)1伊豆天城山町主?I 有感覚低域，静岡神奈川，山梨の諸膝下及房
~ ， 1 ll[21日12時39分 1(34

0
.9; 139

0
.0) I 総半島南部。強震匝域;伊豆半島中部。被害;湯:

ケ島，天城峠聞にて崖崩れ，湯ケ島，興市坂，白田j上河津等にて墓石の顛倒

あり。告余震;約 2O同あり。内約宇数は有感質であった。r|昭和仰ぐ附|鶴一宜蘭附近 i有感魔区域;輔の中部北部及石垣島o強震直
1咽 11日17時18分I(240.7， 1210.8) l'域芸北州。被害;基隆郡J羅東郡蘇洩郡等に被害

'.ー |、~ ・日 1'.1高唱 l あり o
信忠.I ホ ほ|煙突 l
傷者 i全壊|半壊li損:1話量| 絵震;有感 4岡無感約

¥" .'1 ;' " t '，: 3 1'-; 6~-'1 . 7:-I'--~~ L d "，…。，1 1" '1 '3  I ' 6， 7 l' -44 '¥ 5 

しi昭和9的934)I 即;尺幡FdoJ| 有感覚蹴;中古地方全部:近畿地方の大宇，
)1 -，'，1四 18日11時指分 I(泌O.7，;i370.0) I 中関，四園，関東の一部。強震匝域;岐阜鯨訴上:
1 ペI.ぜ 武儀，'1111茂の諸却;b被害;八幡町，下川村，相生村，金山町，菅田町，瀞淵村，
ヨ 下麻生町等にて壁に鍾裂，土蔵の破損，墓石の轄倒，道路に藷裂，崖崩れ等あ

KI '1 り。震央附近では地震後屡々鳴動を問Lサこo告余震;有感約 10岡，無感約 20

3 |を 同あり。

和歌山附近の局後4五:)和歌山に於ける地震同教は大正9年 (1920)境より念に増
大し現在に至る迄活動を績けてゐる，最?も多いのは大正 12年に 311同である。

年別有感受地震同数

河
】
吾
首
" 事

震度比一般に1性質急:なる微弱震で地[1;鳥を伴ふものが多い，有感覚直;域の極めて狭

心震源の深さは極めて、深い。震源は多《は和歌浦湾，有国川，紀伊川河口，紀伊水

L道警;である。

和歌山附近主主主強震表 (ヲー印は概表中へ記載せるもの〉

震 時 コい==n 
;事

11 大IE13年2月20日20時01分

21 同 8月13日3時19分

:11*昭和2年12月2日15時55分

電燈消失，棚上の物落下

地割，石垣崩壊，屋根瓦墜落

主地亀裂，土塀某石の樽倒，有田郡下にて井71¥.の減
水せるもの 10数戸あり。

( Wil) 



No. 護 震 時= 旦百『じ 事
E 

4 3年7月7日17時40分
・舟ー・

s 

-5 ・ 4年7月4日5時02分 山上より岩石落下
ーし
.61. ‘均年11月20日14時随分 :土地亀裂，主塀石燈籍倒壊

え7 5年2月11日9時12分 土塀倒接6 土地亀裂

8 6年12月23，日19時四分 電燈消失棚上の物落下

，9 ‘ー '8年7月29日1時44分 ー

ぺ昭和 10年 3月〉
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